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本
年
度
か
ら
２
年
間
、
町
内
会
で
維
持
管

理
し
て
い
る
生
活
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る

助
成
事
業
を
実
施
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

き
れ
い
で
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
ま
ち

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
保
健
指
導
の

ほ
か
、
乳
幼
児
の
口
腔
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布

の
拡
充
、
歯
周
疾
患
健
診
の
対
象
を
拡
大
し

て
、
虫
歯
・
歯
周
病
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

町
立
病
院
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
併
せ
て
本
町
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
各
分

野
と
連
携
し
、
整
備
の
方
向
性
を
示
す
基
本

構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
「
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も

が
健
全
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
機
能

を
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
し
、

み
ん
な
が
元
気
に
な
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち

農
業
に
つ
い
て
は
「
第
８
次
農
業
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
農
作
物
の
安
定
生
産
、
高
品
質
化
を

推
進
し
ま
す
。
畜
産
環
境
整
備
で
は
、
道
営

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
経

営
の
強
化
と
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
で
は
「
第
２
次
商
工
業
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
、
経
営
基
盤
強
化
を
支
援
す

る
持
続
化
補
助
事
業
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
新

規
開
業
等
支
援
事
業
、
町
融
資
制
度
に
よ
る

活
力
と
交
流
あ
ふ
れ
る産

業
の
ま
ち

発
展
を
支
え
る

生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

自
治
基
本
条
例
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
指
針
に
基
づ
き
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
ま
ち

づ
く
り
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
町
民
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
す
る
機
会
を
充
実
し
ま
す
。

自
衛
隊
と
の
共
生
に
つ
い
て
、
上
富
良
野

駐
屯
地
の
現
状
規
模
堅
持
、
さ
ら
な
る
拡
充

に
向
け
て
要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
事
務

局
体
制
に
つ
い
て
は
、
美
瑛
町
と
の
一
本
化

を
図
り
、
美
瑛
・
上
富
良
野
エ
リ
ア
を
一
体

化
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
見
直
し
と
併
せ
て
、
第
２
期
の
戦
略
策

定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

と
も
に
生
き
、と

も
に
つ
く
る
ま
ち

国
に
お
い
て
は
長
引
く
デ
フ
レ
か
ら

脱
却
し
た
も
の
の
、
恩
恵
は
大
都
市
に

集
中
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
全
収
入
の
７
割
が
依

存
財
源
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
柔
軟
性

に
乏
し
い
財
政
構
造
で
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今

後
も
自
治
体
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
始
ま

る
第
６
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
に
掲

げ
た
「
暮
ら
し
輝
き

交
流
あ
ふ
れ
る

四
季
彩
の
ま
ち
・
か
み
ふ
ら
の
」
を
め

ざ
す
べ
き
将
来
像
と
し
て
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」「
穏
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
が
行
き
交

う
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
視
点
を
基

本
に
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
事
業
実
施
に
お
い
て
緊
急
性

や
優
先
性
な
ど
を
十
分
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る
財
政
需
要
に

対
す
る
財
源
確
保
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平成31年度予算の内容は、別冊「知っておきたいことしのしごと」をご覧ください。

向山富夫町向山富夫町長長
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さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
な
が
ら
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
経
営

安
定
化
と
信
頼
さ
れ
る
施
設
運
営
に
取
り
組

み
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の

周
知
を
図
り
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設

な
ど
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
富
良
野
線
の
維
持
・
存
続
に
つ
い
て

は
、
沿
線
５
市
町
と
協
調
し
、
路
線
存
続
の

た
め
の
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

支
援
を
進
め
ま
す
。

観
光
・
交
流
で
は
「
第
２
次
観
光
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
、
小
説
「
泥
流
地
帯
」
の
映

画
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
改
善
に
向
け

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
観
光
推
進

員
を
観
光
協
会
に
配
置
し
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
の
活
力
創
生
を
図
る
た
め
、
産
業
、

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
複
合
的
な
機
能
を

備
え
た
施
設
の
整
備
に
向
け
、
基
本
計
画
の

日
の
出
公
園
に
つ
い
て
は
、
来
園
者
の
安

全
性
・
快
適
性
向
上
の
た
め
、
展
望
台
の
階

段
と
休
憩
舎
ト
イ
レ
の
整
備
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
新
設
や
フ
リ
ー
テ
ン

ト
サ
イ
ト
の
増
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
指
定
避

難
所
で
あ
る
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に
自

家
発
電
設
備
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
防
災

備
蓄
品
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
災

害
に
強
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
た
に
策
定
し
た
「
第
２
次
定
住
移
住
促

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
や
移
住
を
希
望
す
る
現
役
世
代
と

の
就
労
を
併
せ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
で
安
定

的
に
豊
か
な
生
活
を
継
続
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

策
定
に
着
手
し
ま
す
。



情
報
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
や
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
一
層
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
社
会
構

造
や
生
活
環
境
が
急
速
に
進
展
す
る
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
予

測
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
未
来
を
切
り
開
く
資
質
・
能
力
を

確
実
に
身
に
つ
け
る
教
育
を
、
地
域
・

社
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
改
定
し
た
「
上
富
良
野
町
教

育
振
興
基
本
計
画
」「
上
富
良
野
町
教

育
大
綱
」
で
は
「
ふ
る
さ
と
に
学
び

人
が
輝
き

人
が
つ
な
が
る

か
み
ふ

ら
の
の
教
育
」
を
新
た
に
教
育
理
念
と

し
て
定
め
ま
し
た
。
こ
の
理
念
が
求
め

る
「
自
然
豊
か
な
上
富
良
野
で
、
希
望

を
抱
き
、
自
ら
の
夢
に
挑
戦
し
、
実
現

し
て
い
く
人
」「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情

と
誇
り
を
も
ち
、
共
に
支
え
合
い
、
社

会
で
生
き
抜
く
人
」
の
育
成
を
め
ざ
し

た
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
「
夢
ひ
ろ
げ
、
た
く
ま
し

く
未
来
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
育
成
を
め

ざ
す
学
校
教
育
の
推
進
」
を
基
本
方
針
に

「
生
き
る
力
を
培
う
学
び
の
推
進
」「
家
庭
や

地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
」「
安
心
し
て
学
び
、
安
全
に
過
ご
す

教
育
環
境
整
備
の
推
進
」
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
へ
の
対
応
を
図
る
た

め
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し

実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
は
町
内
全
て
の
小
中
学
校
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
教
育
活
動
に
関
わ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
や
教
育
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
な
学
校
運
営
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
る
教
職
員
が
健

康
で
、
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ

く
り
の
た
め
、
昨
年
１０
月
に
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革

上
富
良
野
町
業
務
改
善
計

画
」
を
策
定
し
、
教
職
員
の
超
過
勤
務
や
部

活
動
、
日
常
業
務
を
見
直
す
と
と
も
に
学
校

閉
庁
日
、
定
時
退
勤
日
を
設
定
し
ま
す
。

全
国
的
に
い
じ
め
や
不
登
校
、
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

た
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
町
に
お
い
て
も

教
育
相
談
や
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
今
年
度
新
た
に
臨
床
心
理
士
を
配
置

し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康
と
健
や
か
な

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
上
富
良
野
西
小

学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
設
備
の
更

新
、
東
中
小
学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

各
種
事
業
と
社
会
教
育
施
設
な
ど
を
活
用

す
る
中
で
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
町

社
会
教
育
基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
生
涯
学
習

活
動
の
充
実
と
人
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推

進
」「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
」「
心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化
・

芸
術
活
動
の
推
進
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら
「
第
９
次
社
会
教

育
中
期
計
画
」
に
掲
げ
る
６
領
域
８
分
野
１７

項
目
の
施
策
に
基
づ
き
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
教
育
機
能
の
充

平成31年度 教育行政執行方針

学
校
教
育
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進

実
と
連
携
・
融
合
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
推
進
で
は
、
今
年
度
よ

り
海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
生
活
文

化
体
験
や
語
学
研
修
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し
て
い
く
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
中
学
生
・
高
校
生
を

対
象
と
し
た
海
外
派
遣
事
業
を
進
め
ま
す
。

図
書
館
の
運
営
で
は
、
昨
年
度
改
定
し
た

「
第
３
次
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
児
童
書
の
蔵
書
充
実
な
ど
利
用
促
進
に

努
め
ま
す
。
図
書
館
に
は
「
子
育
て
支
援
・

家
庭
教
育
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
子
育
て

支
援
と
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
進
め
る
と
と

も
に
、
図
書
館
職
員
を
学
校
司
書
と
し
て
各

学
校
に
派
遣
し
、
学
校
図
書
館
の
運
営
を
支

援
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
基
盤
整
備
で
は
、
社
会
教
育

活
動
の
核
と
な
る
施
設
の
整
備
と
し
て
、
島

津
球
場
外
野
フ
ェ
ン
ス
整
備
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
芝
生
環
境
の
機
材
整
備
を
行
い
、
安
全

で
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
抜
粋
で
す
。
全
文
は
町
の
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住民会対抗ソフトボール大会（島津球場）

服部久和教育服部久和教育長長
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協働のまちづくり推進補助協働のまちづくり推進補助金金

やってみませんかやってみませんか？？

まちづくり活まちづくり活動動
町民と行政による協働のまちづくりを進める事業として

「協働のまちづくり推進補助」制度を設けています。

町民の皆さんのアイディアで、楽しく活気あるまちにす

るためにもご活用ください。

申込み・問合せ 町民生活課自治推進班 拶盈6985

①
町
や
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
補
助
金
が
交

付
さ
れ
て
い
る
、
補
助
対
象
と
な
る

②
事
業
効
果
が
特
定
の
個
人
の
も
の
と
な
る

③
団
体
の
運
営
を
目
的
と
し
て
い
る

④
政
治
、
宗
教
を
目
的
と
し
て
い
る

⑤
営
利
目
的
と
し
て
い
る
（
営
利
を
伴
う
も

の
で
も
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
対
象
）

⑥
町
外
で
行
う
も
の
（
研
修
会
な
ど
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
対
象
）

⑦
そ
の
ほ
か
、
補
助
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る

補 助
限度額

補助
期間

補助率補 助 の 内 容

10万円3年90％

陰研究・研修費用(事業実施・継続
に関するもの）

暫知識・技能などを習得するため
の研修会などへの参加

暫広く一般町民を対象とした研修
会の開催

20万円5年

90％
80％
70％
50％

隠事業実施費用 初年度
2年目
3年目
4年目以降

1品5万円以上の資機材等で継続事業化に必要不可欠、重要な
要素となっているものは補助率50％、補助期間1年、20万円を
限度に別途補助

20万円3年90％
韻公共施設整備・維持管理用資機
材購入費用

対 象 経 費

外部講師・外部協力者への謝礼(団体構成
員への謝礼は対象外）、参加者への景品

謝礼等

暫講師来町にかかる交通費、宿泊費

暫事業実施のための調査・研究、研修会
などへの参加にかかる交通費、宿泊費

旅費

消耗品費、燃料費、印刷費物品費

通信運搬費、手数料、保険料、広告宣伝
費

役務費

会場使用料、機械・機材借上料、バス等
車両借上料

使用料
賃借料

地域の会館などの施設備品、高額な資機
材などの購入費

備品費

研修受講・授業料、教材費負担金

町
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
３
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体
。

新
た
に
取
り
組
む
、
既
存
の
取
り
組
み
を

拡
充
す
る
事
業
で
、
次
に
つ
な
が
る
も
の
。

①
健
康
や
福
祉
の
推
進

②
産
業
や
観
光

の
振
興

③
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興

④
景
観
や
環
境
の
美
化
・
保
全

⑤
地

域
内
や
地
域
間
の
課
題
解
決
・
交
流
促
進

⑥
公
共
施
設
の
維
持
管
理

⑦
そ
の
ほ
か
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
貢
献
す
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の

対
象
対
象
者者

対
象
事

対
象
事
業業

対
象
と
な
ら
な
い
事

対
象
と
な
ら
な
い
事
業業

住
民
会
や
町
内
会
、
団
体
な

ど
が
自
主
的
に
行
う
先
進
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

9/22
かみふらの
まるしぇ

8/4
3住民会

合同盆踊り
大会

平 成 30年 度 の 取 り 組 み
住民会や団体が企画して、まちがにぎわうイベントを多数開催。
そのほか、「ふまねっと」の機材購入などにも活用されました。

広広報報かみふらの２０1かみふらの２０199.4.4 迦迦

9/16
一本歯下駄
講習会

6/17
みっけ
マルシェ



（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
小
学
校
）

▽

佐
々
木
恒
斉（
新
採
用
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
校
長

千
葉
憲
史（
旭
川
市
立
東

栄
小
学
校
校
長
）

胸
退
職

豊
田
陽
一
、
山
形
弓
佳

東
中
小
学
校

胸
転
入（
４
月
１
日
付
）

▽
谷
口
怜
士（
士
別
市
立
士
別
小
学

校
）

▽
表
千
尋（
士
別
市
立
士
別
小

学
校
）

▽
事
務
職
員

小
林
篤
史

（
富
良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
小
山
薫
雄（
旭
川
市
立
神
居
東
小

学
校
）

▽
事
務
職
員

髙
橋
秀
人

（
東
川
町
立
東
川
第
三
小
学
校
）

上
富
良
野
中
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
教
頭

大
柄
洋
樹（
占
冠
村
立
占

冠
中
学
校
）

▽
三
船
咲
稀（
旭
川
市

立
光
陽
中
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

菊
池
茂
樹（
中
川
町
立
中

川
中
学
校
校
長
）

▽
大
江
圭
介（
旭

川
市
立
中
央
中
学
校
）

▽
北
島
な

を
み（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学
校
）

胸
新
規
採
用

（
写
真
左
下
か
ら
）

▽
保
健
福
祉
課

本
間
和
樹
、
筒
井

え
り
か

▽
建
設
水
道
課

藤
原
竜
也

▽
教
育
振
興
課

岸
謙
佑
、
松
田
剛

上
富
良
野
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
荒
井
勝（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校
）

▽
大
野
美
加（
旭
川
市
立
永
山
小
学

校
）

▽
磯
江
将
太（
旭
川
市
立
永
山

南
小
学
校
）

▽
塩
俵
昂
平（
美
瑛
町

立
美
瑛
小
学
校
）

▽
森
厚
香（
新
採

用
）

▽
森
将
人（
再
任
用

旭
川
市

立
永
山
南
小
学
校
）

▽
栄
養
教
諭

後
藤
都（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
岩
月
琴
美（
旭
川
市
立
千
代
田
小

学
校
）

▽
中
野
絢
子（
旭
川
市
立
知

新
小
学
校
）

▽
貫
田
航（
美
瑛
町
立

美
瑛
小
学
校
）

▽
栄
養
教
諭

杉

村
朝
子（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

胸
退
職

杉
本
正
博

上
富
良
野
西
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
校
長

今
村
雅
之（
中
富
良
野
町

立
本
幸
小
学
校
）

▽
泉
直
美（
旭
川

市
立
東
陽
中
学
校
）

▽
富
岡
雅
人

司
教
職
員
人
事

拶
盈
6
6
9
9

※
管
理
職
、
新
規
採
用（
４
月
1
日

付
）と
退
職（
３
月
31
日
付
）の
み

掲
載

▽
町
立
病
院
事
務
長
兼
病
院
施
設
整

備
室
長

北
川
徳
幸（
町
立
病
院
事
務
長
）

▽
総
務
課
総
務
班
主
幹

上
村
正
人（
企
画
商
工
観
光
課
企

画
政
策
班
主
査
）

▽
町
民
生
活
課
収
納
対
策
担
当
主
幹

髙
橋
慎
也（
同
課
税
務
班
主
査
）

▽
保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
主
幹

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

三
好
正
浩（
町
民
生
活
課
総
合
窓

口
班
主
査
）

▽
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
主
幹

兼
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
施
設
長

吉
河
祐
樹（
同
課
子
育
て
支
援
班

主
幹
）

▽
町
立
病
院
副
看
護
師
長

向
山
知
子（
町
立
病
院
看
護
師
）

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

司
町
職
員
人
事

総
務
課
総
務
班拶

盈
6
4
0
0
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司
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事

拶
盈
１
１
１
9

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部

消
防
本
部

▽
総
務
課
長

佐
川
渉（
上
富
良
野

消
防
署
長
）

上
富
良
野
消
防
署

▽
消
防
署
長

谷
佳
修（
副
署
長
）

▽
副
署
長
兼
第
１
消
防
隊
長（
庶
務

係
・
管
理
係
担
当
）

池
田
正
樹（
主
幹
兼
第
１
消
防
隊

長（
庶
務
係
・
管
理
係
担
当
））

▽
主
幹
兼
第
２
消
防
隊
長（
消
防
係

担
当
）

加
藤
路
章（
主
幹
兼
第
２

消
防
隊
長（
救
急
救
助
係
担
当
））

▽
主
幹
兼
第
３
消
防
隊
長（
指
導
係

担
当
）

谷
口
武
司（
主
幹
兼
第
３

人
事異

動

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

（
写
真
左
下
か
ら
）

瀬
川
晴
貴
、
仙
頭
怜
奈
、
大
塚
芽

生
、
田
口
紘
将
、
豊
嶋
か
お
り

胸
退
職

▽
山
田
和
恵（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
施

設
長
）

▽
芳
賀
哲
彦（
町
立
病
院
主
任
臨
床

検
査
技
師
）

▽
渡
邊
寿
恵（
総
務
課
総
務
班
主
幹
）

▽
工
藤
弘
美（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

主
任
栄
養
士
）

▽
平
野
伶
奈（
町
立
病
院
看
護
師
）

▽
菱
川
み
ゆ（
教
育
振
興
課
社
会
教

育
班
主
事
）

消
防
隊
長（
消
防
係
担
当
））

▽
主
幹（
救
急
救
助
係
担
当
）

梅
津
英
嗣（
消
防
本
部
警
防
課
警

防
係
長
兼
救
急
指
令
係
長
）
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１０
年
後
の
か
み
ふ
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
考
え
る

2/２８

読
書
し
よ
う
！

法
人
会

が
学
校
へ
図
書
寄
贈

3/8

北川支部長(左端)と上富良野小学校の皆さん

公
益
社
団
法
人
富
良
野
法
人
会
上
富
良
野

支
部
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
町
内
の
小

中
学
校
へ
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
上
富

良
野
小
学
校
で
は
、
北
川
昭
雄
支
部
長
か
ら

松
井
華
音（
か
の
ん
）児
童
会
長
へ
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
、
児
童
書
や
農
業
に

関
す
る
も
の
で
、
各
学
校
で
選
定
し
、
児
童

が
自
由
に
読
め
る
よ
う
に
図
書
室
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

北
川
支
部
長
は
「
本
を
読
む
こ
と
で
知
識

を
増
や
し
た
り
、
学
習
に
役
立
て
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

心
身
を
ほ
が
ら
か
に
！

生
命
の
貯
蓄
体
操
講
習
会

３/7Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
旭

川
支
部
の
工
藤
晴
美
支
部
長
を
講
師
に
、
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
１７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

呼
吸
法
と
柔
軟
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た

「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
は
誰
で
も
手
軽
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
講
師
か
ら
は
「
継
続
す
る

こ
と
で
血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
頭
痛
や

腰
痛
の
解
消
に
つ
な
が
る
」
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
身
体
が
ほ
ぐ
れ
て
柔
ら
か
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

無理せずに、前屈は伸ばせるところまで！

悪
い
所
、
10
年
後
の
理
想
の
姿
を
語
り
合
う

こ
と
で
、
自
然
の
豊
か
さ
を
は
じ
め
と
す
る

ま
ち
の
魅
力
の
新
た
な
発
見
や
気
付
き
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
理
想
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
紙
に
記

入
。「
フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
農

家
さ
ん
の
コ
ラ
ボ
で
ま
ち
を
有
名
に
！
」

「
景
観
の
良
さ
を
S
N
S
で
発
信
し
、
移
住

者
を
増
や
し
て
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
」
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
が
続
々
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
本
代
表
は
「
話
し
合
っ
た
こ
と
、
印
象

に
残
っ
た
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
次
の
一
歩
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
町
民
に
よ
る
新
た
な

活
動
の
芽
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
エ
ー
ル

を
送
り
、
終
了
後
は
早
速
、
参
加
者
有
志
に

よ
る
S
N
S
で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
グ

ル
ー
プ
が
発
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

和やかな雰囲気で話し合いも弾むグループワーク♪

今
年
度
２
回
目
の
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
で
開
催
さ
れ
、
高
校
生
３
人
を
含
む
７７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

町
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
か
み
ふ
を
め
ざ
す
第
一
歩
と

な
る
よ
う
に
企
画
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
き
た
の
わ
の
宮
本
奏
代
表
の
進
行
の

も
と
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
方
式
を
取
り
入

れ
、
カ
フ
ェ
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
ま
ち
の
未
来

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
手
法
は

結
論
を
出
す
こ
と
を
目
標
と
せ
ず
、
テ
ー
マ

ご
と
に
席
替
え
し
な
が
ら
、
町
民
ら
が
対
話

を
楽
し
む
こ
と
を
重
視
。
ま
ち
の
良
い
所
、

宮本代表（中央）もテーブルを回り、参加者にアドバイス
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ロ
ケ
地
を
観
光
資
源
に

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
演
会

３/１４

か
み
ふ
ら
の
産
業
賑
わ
い
協
議
会
主
催
の

「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン

の
山
田
実
希
編
集
長
、
木
庭
清
美
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
講
師
に
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
５０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

小
説
「
泥
流
地
帯
」
の
映
画
化
へ
の
取
り

組
み
が
進
む
中
、
ロ
ケ
地
の
活
用
方
法
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
。
講
師
か
ら
は

「
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
は
、
官
民
一

体
の
受
け
入
れ
体
制
が
大
切
」
と
千
葉
県
い

す
み
市
な
ど
の
事
例
を
用
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
一
過
性
で
終
わ
る
こ
と

な
く
、
観
光
に
つ
な
が
る
よ
う
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

３
月
１１
日
に
長
野
県
で
開
催
の
第

１１

３７
回
Ｊ

Ｓ
Ｂ
Ａ
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
上
村
恭
介
さ
ん（
上
富
良
野
中

１
年
）に
服
部
久
和
教
育
長
か
ら
全
国
大
会

出
場
補
助
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

服
部
教
育
長
は
「
平
常
心
で
大
会
に
臨

み
、
満
足
の
い
く
結
果
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
上
村
さ
ん
を
激
励
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
北

海
道
の
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
、
大
会
に

向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
上
村
さ

ん
は
「
初
の
全
国
大
会
で
す
が
、
自
分
の
力

を
出
し
切
り
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

大
会
結
果
は
デ
ュ
ア
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
が
１５

位
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
が
１３
位
で

し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で

全
国
大
会
出
場
へ

3/8

春
は
す
ぐ
そ
こ

か
ん
じ
き
ツ
ア
ー

3/１０町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
主
催
の
町
民
か

ん
じ
き
ツ
ア
ー
が
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

白
銀
荘
か
ら
三
段
山
の
二
段
目
を
巡
る
コ
ー 服部教育長から補助金を受け取る上村さん（左）

到着地点の二段目で記念撮影！

スノーシューで堅雪を歩く

ロケツーリズムを説明する山田編集長（左）

ス
で
行
わ
れ
、
１０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
は
薄
曇
り
で
し
た
が
、
前
日
ま
で
の

暖
気
で
雪
が
堅
く
締
ま
り
、
歩
く
に
は
最
高

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
参
加
者
か
ら
も
「
例

年
よ
り
歩
き
や
す
い
で
す
ね
」
と
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

休
憩
時
に
田
中
誠
也

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
が

「
白
銀
荘
の
温
泉
が
三

段
山
か
ら
湧
き
出
て
い

る
」
な
ど
三
段
山
の
豆

知
識
を
解
説
。
下
山
時

に
は
晴
れ
間
も
見
え
、

ぽ
か
ぽ
か
と
春
の
訪
れ

を
感
じ
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

冬
の
登
山
も
面
白
い
よ
！

安
政
火
口
ジ
オ
ツ
ア
ー

３/２１

旅
行
商
品
と
し
て
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
実
施
に

向
け
「
冬
の
安
政
火
口
を
楽
し
む
十
勝
岳
ジ

オ
パ
ー
ク
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ

れ
、
ジ
オ
サ
ポ
ー
タ
ー
や
旅
行
代
理
店
の
関

係
者
な
ど
４７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
き
、
十
勝
岳
温
泉
登

山
口
か
ら
安
政
火
口
ま
で
を
散
策
。
足
さ
ば

き
に
苦
労
し
な
が
ら
も
楽
し
く
歩
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
道
中
ジ
オ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
青
野

範
子
氏
が
、
日
本
の
奇
岩
百
景
の
化
物
岩
の

由
来
や
昔
は
火
口
付
近
を
堀
る
と
温
泉
が
出

た
こ
と
な
ど
を
説
明
。
噴
煙
が
モ
ク
モ
ク
と

上
が
る
安
政
火
口
で
は
「
噴
煙
レ
ス
ト
ラ

ン
」
と
称
し
、
噴
気
で
調
理
し
た
ゆ
で
卵
や

ベ
ー
コ
ン
の
キ
ャ
ベ
ツ
巻
き
が
振
る
舞
わ

れ
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

火口周辺の自然を解説する青野氏(右端)
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町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススススススス

町
民
ポ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

お
答
え
し
ま
す

問
合
せ

町
民
生
活
課

自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

社
教
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
よ
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
マ
シ
ー
ン
は
充
実
し
て
い

る
の
で
す
が
、
ダ
ン
ベ
ル
が
な
い
の

は
、
さ
み
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
ダ
ン
ベ

ル
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。
バ
ー
ベ
ル

と
ま
で
言
い
ま
せ
ん
。
ダ
ン
ベ
ル
が

ほ
し
い
！

匿
名
希
望

男
性

日
ご
ろ
か
ら
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ダ
ン
ベ

ル
設
置
に
つ
い
て
、
過
去
に
は
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
高
齢
者

か
ら
小
学
生
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安

【【
ご
意

【
ご
意
見見
】
※
】
※
原
文
の
ま
ま
掲

原
文
の
ま
ま
掲
載載載

ごご
意
見
・
ご
要
望

ご
意
見
・
ご
要
望
をを

お
寄
せ
く
だ
さ

お
寄
せ
く
だ
さ
いい

町
内
９
カ
所
に
町
民
ポ
ス
ト
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
町
の
行
政
施
策

な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
に
は
詳
細
の
確
認
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
記
載
が
な
い
場
合
で
も
担
当
課

に
内
容
を
伝
え
、
回
答
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
ご
意
見
と

回
答
に
つ
い
て
は
原
則
、
広
報
か
み

ふ
ら
の
に
は
掲
載
し
な
い
こ
と
を
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
や
団
体
を
特
定
す
る

も
の
や
誹
謗（
ひ
ぼ
う
）中
傷
す
る
も

の
や
町
の
業
務
に
無
関
係
な
も
の
は

回
答
し
な
い
ほ
か
、
広
報
に
掲
載
し

な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

全
管
理
上
設
置
し
て
お
ら
ず
、
今
後

も
常
設
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
個
人
が
ダ
ン
ベ
ル
を
持
ち

込
ん
で
の
利
用
は
で
き
ま
す
。
ダ
ン

ベ
ル
保
管
は
、
ご
相
談
に
応
じ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

教教
育
振
興
課
社
会
教
育

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班班

【
回
答
】

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

富
良
野
税
務
署

で
は
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

説
明
内
容

陰
軽
減
税
率
制
度
の
概
要

隠
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の
概
要

韻
軽
減
税
率
制
度
に
対
応
す
る
た
め

会場時間開催月日市町村

富良野市桂木町3-2
富良野税務署
・定員各回20人
※要事前登録

陰10：00～11：00
隠13：00～14：00
韻14：30～15：30

4月18日（木）富良野市

富良野市朝日町3-1
ふらの農業協同組合本所
・定員各回50人

陰10：00～11：00
隠13：00～14：00
韻15：00～16：00

4月25日（木）富良野市

富良野市山部中町1-15
山部商工会
・定員20人
※要事前登録

10：00～11：005月 8日（水）富良野市

占冠村字中央
占冠村役場
・定員各回30人

陰13：00～14：00
隠14：30～15：30
韻16：00～17：00

5月 8日（水）占冠村

南富良野町字幾寅
情報プラザ
・定員各回40人

陰 9：00～10：00
隠10：30～11：30
韻13：00～14：00

5月 9日（木）南富良野町

中富良野町南町10-10
ふれあいセンターなかまーる
・定員各回50人

陰13：00～14：00
隠14：30～15：30
韻16：00～17：00

5月16日（木）中富良野町

上富良野町大町2-8-4
保健福祉総合センターかみん
・定員各回50人

陰 9：00～10：00
隠10：30～11：30
韻13：00～14：00

5月17日（金）上富良野町

の
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
措
置
に

つ
い
て

※
要
事
前
登
録
の
会
場
は
、
開
催
日

前
日
ま
で
に
申
込
み
が
必
要

※
説
明
会
は
各
回
同
じ
内
容
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
が
可
能

申
込
み
・
問
合
せ

富
良
野
税
務
署
調
査
部
門

拶
猿
１
０
０
１

開催
します

協働のまちづくり推進委員会委員募集

上富良野町自治基本条例に基づき、

協働のまちづくりを進めるための施策

などを検討する委員を募集します。

募集人員 1人

応募要件 18歳以上70歳未満の町民

任期 5月～令和2年3月31日

申込期限 4月24日（水）

申込み・問合せ

町民生活課自治推進班 拶盈6985

自衛官一般曹候補生募集

平成31年度第1回目の一般曹候補生

（男・女）を募集しています。

応募資格 18歳以上32歳未満の方

申込期限 5月15日（水）

一次試験 5月25日（土）

試験場所 陸上自衛隊上富良野駐屯地

申込み・問合せ

自衛隊旭川地方協力本部上富良野地域事務所

拶盈3412



町
内
の
６５
歳
以
上（
５
月
１
日
現

在
）の
方
を
各
地
区
の
民
生
委
員
が

訪
問
し
、
住
ま
い
や
暮
ら
し
の
状
況

な
ど
を
聞
き
取
り
、
緊
急
時
の
対
応

や
地
域
福
祉
の
資
料
と
し
て
役
立
て

ま
す
。
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
に
つ

高
齢
者
実
態
調

高
齢
者
実
態
調
査査

福福
祉祉

求
人
情
報
コ
ー
ナ

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ーー

役
場
庁
舎
な
ど
町
内
１３
カ
所
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
町
独
自
の
求
人
情

報
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

町
独
自
の
求
人
情
報
の
掲
載
申
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班

拶
盈
６
９
８
３

商商
業業

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ーー

対
象
の
本
を
１
冊
借
り
る
ご
と
に

ス
タ
ン
プ
１
個
を
押
し
、
100
個
で
文

房
具
、
200
個
で
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
た
く
さ
ん
本
を
借
り
て
図

書
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

問
合
せ

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

拶
盈
３
１
５
８

上
富
良
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

４
月
２９
日（
月
・
祝
）に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
券
は
４
月
２２
日

（
月
）か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
販
売

し
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
推
進
の
た
め
乳
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
「
読

書
ス
タ
ン
プ
帳
事
業
」
を
実
施
中
。

教教
育育

上
富
良
野

上
富
良
野
町町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ンン

読
書
ス
タ
ン
プ
帳
事

読
書
ス
タ
ン
プ
帳
事
業業

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
f
o
r
m
a
t
io
n

お知らせ
information
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申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
請

求
手
続
き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
の

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

５
月
９
日（
木
）

１０
～
１０

１６
時

１０

１６

３０
分

場
所

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学

生
が
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
後
か
ら
納
付（
追
納
）し
な
け
れ

ば
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映

さ
れ
な
い
ほ
か
、
追
納
で
き
る
の
は

承
認
さ
れ
た
月
か
ら
１０
年
以
内
で

す
。

司
昨
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
た
方

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

届
く
「
学
生
納
付
特
例
申
請
書（
は

が
き
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

在
学
す
る
学
校
に
変
更
の
あ
る
方

や
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

今月の

年年金金
のお話

２０
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
へ

学
生
納
付
特
例
制
度

み ん な の 伝 言 板

旭川「上富良野町東中旭川「上富良野町東中会会」」
のご案のご案内内

町内東中地区出身で旭川市居

住の同郷者が集まり、定例の集

い(昼食会)を開催しています。

気軽に楽しく、故郷の思い出話

を語り親交を深めています。旭

川市内にお住まいのご兄弟や知

人がおられましたら、広くお知

らせください。

日時 奇数月の第1水曜日

11～13時

場所 旭川市1条7丁目

ホテルキャビン14階トマト

会費 昼食代を実費負担

申込み・問合せ

高橋繁夫 拶0166-22-2158

反怖良夫 拶090-5986-9888

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

お
聞
き
し
た
内
容
は
こ
の
調
査
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

調
査
期
間

５
月
１
日（
水
）～
６
月

３０
日（
日
）

調
査
内
容

家
族
構
成
、
緊
急
時
の

連
絡
先
、
身
体
状
況
な
ど

問
合
せ

保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

料
金

富
良
野
圏
域
内
の
方（
一
般
）

１
万
円
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
５
千
円
、
富
良
野
圏
域
外
の

方（
一
般
）１
万
５
千
円

申
込
み
・
問
合
せ

上
富
良
野
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
盈
１
１
８
９

株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｔ拶

盈
３
２
１
０

高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
方
の
町

内
の
交
通
移
動
手
段
を
確
保
し
、
生

活
支
援
や
閉
じ
こ
も
り
な
ど
の
予
防

を
目
的
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

町
内
に
居
住
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
利
用

者
自
身
で
乗
り
降
り
が
で
き
る
方

陰
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

隠
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者

※
介
助
者
が
い
れ
ば
乗
り
降
り
で
き

る
場
合
は
利
用
で
き
ま
す
。
介
助

者
も
乗
車
で
き
ま
す

運
行
日

平
日
・
土
曜
日（
祝
日
は

除
き
ま
す
）

運
行
区
域

十
勝
岳
温
泉
地
区
を
除

く
町
内
全
域

利
用
料
金

陰
同
一
区
域
内
で
の
利
用

２００
円

隠
区
域
外
へ
の
利
用

４００
円

利
用
登
録

総
務
課
か
保
健
福
祉
課

に
あ
る
利
用
登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

時
刻
表

・
自
宅
発

８
・
９
・
１３
・
１３

１４
時

・
目
的
地
発

１１
・
１１

１２
・

１１

１２

１５
・

１１

１２

１５

１６
時

※
通
常
の
タ
ク
シ
ー
利
用
と
は
異
な

り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
6
4
0
0



就学前のお子さんを募集しています!!
町民生活課自治推進班拶盈６９８５

うちの
元元気気印印
いつも一緒の仲良し

姉妹です!!甘い物が

好きで、お菓子作りの

手伝いにも挑戦。最

近、菜月は補助輪付き

自転車、彩夏は三輪車

に乗る練習をしていま

す。友達ともたくさん

遊び元気よく育ってく

ださい辞（かな美さん）

磁啓之さん・
かな美さんの子磁大谷菜月 ち

や
ん彩夏

ち
や
ん

おおたに な つ き あ や か

(3歳) (1歳9か月）

磁佑太さん・沙知さんの子磁

佐藤根
さ と ね

彩葵 ち
や
ん

あ お い

颯翔 く
ん

は や と

凜奈 ち
や
ん

り ん な

(1歳5か月） (3歳） (5歳）

彩葵は好奇心が強く

自分で何でもやってみ

ようとしています。颯

翔は迷彩柄がお気に入

りで、自衛官に憧れて

います。 凜奈はオシャ

レがマイブーム!!きょ

うだい仲良く、すくす

くと成長してほしいで

す！ （沙知さん）

問合せ 企画商工観光課 拶盈6983

かかみふらの 百かみふらの 百科科ミミニニ 知っているようで知らない、かみふ知っているようで知らない、かみふのの「うんちく」「うんちく」をお伝えします！をお伝えします！
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石
英【
セ
キ
エ
イ
】

地
面
や
畑
で
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
透
明

の
石
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
「
石
英
」
と
い
う
二
酸
化
ケ
イ

素
の
結
晶
。
世
界
中
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
鉱
物
で
す
が
、
な
か
で
も

無
色
透
明
の
大
き
な
塊
は
加
工
す
る
と

水
晶
に
変
身
し
ま
す
。
ま
た
、
不
純
物

を
含
ん
だ
石
英
は
色
が
付
い
て
い
る
た

め
、
ア
メ
シ
ス
ト
や
ロ
ー
ズ
ク
ウ
ォ
ー

ツ
な
ど
宝
石
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
富
良
野
周
辺
で
見
ら
れ
る
石
英
は

５
勺
程
度
の
大
き
さ
。
十
勝
岳
連
峰
が

で
き
る
前
の
大
規
模
な
火
山
活
動
で
噴

出
し
た
火
山
灰
が
風
化
し
、
そ
の
中
か

ら
石
英
だ
け
が
抜
け
落
ち
た
も
の
で

す
。
鉄
分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
た

め
、
よ
～
く
見
る
と
薄
い
ピ
ン
ク
色
を

し
て
い
ま
す
。

その20

十
勝
岳
連
峰
の
火

山
灰
に
含
ま
れ
て
い

る
光
る
鉱
物
を
紹
介

し
ま
す
!!

火山灰の塊の中で光る透明の
粒が… 見えますか!?

救
助
活
動
用
資
機
材
を
更
新
し
ま
し
た

春
の
火
災
予
防
運
動

（
実
施
期
間

４
月
２０
～
２０

３０
日
）

～
全
国
統
一
防
火
標
語
～

「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
」

春
は
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
い
た
め
、

火
災
が
発
生
す
る
と
拡
大
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
町
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

消
火
器
無
料
点
検
を
実
施
！

下
の
写
真
の
よ
う

に
、
錆
び
た
り
破
損

し
て
い
る
消
火
器
は

危
険
で
す
。
定
期
的

に
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
２７
日（
土
）

９
時
３０
分
～

３０

１５
時

場
所

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ベ
ス
ト
ム
中

富
良
野
店
駐
車
場

内
容

・
古
い
消
火
器
の
点
検
や
廃
棄

・
消
火
器
の
展
示
販
売
や
薬
剤
詰
め
替
え

・
救
急
隊
の
訓
練
展
示
、
消
防
車
展
示
、

心
肺
蘇
生
法
体
験
、
消
火
体
験
、
煙
体

験

半自動除細動器(AED) ベッドサイドモニター

救
急
車

用
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
モ

ニ
タ
ー
や

半
自
動
除

細
動
器
を

更
新
し
ま

し
た
。
防

衛
省
に
よ

る
「
特
定

防
衛
施
設

周
辺
整
備

調
整
交
付

金
」
を
活

用
し
整
備

さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
資
機
材
と
比
べ
る

と
、
モ
ニ
タ
ー
の
視
認
性
や
操
作
性
な
ど

の
性
能
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
）ア
シ

ス
ト
機
器
、
１２
誘
導
心
電
図
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
も
導
入
。
救
急
現
場
で
よ
り
高
度
な

傷
病
者
の
状
態
把
握
や
、
質
の
高
い
胸
骨

圧
迫
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

上
富
良
野
消
防
署

拶
盈
２
１
１
９

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

火
災
予
防
を
強
化
し
て
い
ま

火
災
予
防
を
強
化
し
て
い
ま
すす



十
勝
岳

十
勝
岳
ジジ
オ
パ
ー

オ
パ
ー
クク
誕
生
へ
の

誕
生
へ
の
道道

問
合
せ

問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

企
画
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

拶拶
盈盈
６
９
９
４

６
９
９
４

今
回
の
「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生
へ
の

道
」
は
、
國
枝
孝
行
さ
ん（
十
勝
岳
ジ
オ
サ

ポ
ー
タ
ー
）が
担
当
し
ま
す
。

「
知
る
前
と
後
と
こ
ん
な
に
ち
が
う
」

２
年
間
に
わ
た
り
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
・
ガ
イ
ド
養
成
講
座
に
参
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
得
て
、
貴
重
な
自

然
や
歴
史
の
遺
産
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
改
め
て
「
知
る
前
と
後
と
こ
ん
な

に
ち
が
う
」
と
い
う
思
い
で
す
。

司
丘
の
地
形
が
生
ま
れ
た
は
る
か
な
歴
史

私
た
ち
の
町
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
、
北
海
道
を
代
表
す
る
景
色
で
も
あ

る
十
勝
岳
と
丘
の
連
な
り
を
、
私
も
当
初
は

十
勝
岳
の
噴
火
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
地
形
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
で
は
な

く
、
２００
万
年
以
上
前
か
ら
の
大
き
な
火
山
活

動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
期

が
氷
期
で
今
よ
り
寒
く
少
雨
で
大
き
く
侵
食

を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
深
い
峡
谷

の
よ
う
な
地
形
に
な
ら
ず
、
豊
か
な
丘
の
大

地
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
十
勝
岳
本
峰
の
活
動
は
３０
万

年
前
か
ら
の
比
較
的
最
近
の
活
動
の
よ
う
で

す
。
雪
や
寒
さ
と
い
う
厳
し
さ
も
あ
れ
ば
、

穏
や
か
な
自
然
と
い
う
恵
み
も
あ
っ
て
、
そ

の
調
和
の
中
に
私
た
ち
の
大
地
と
生
活
が
あ

る
こ
と
は
新
し
い
発
見
で
し
た
。

司
泥
流
か
ら
の
復
興

大
正
、
昭
和
の
十
勝
岳
の
噴
火
と
泥
流
被

害
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
の
復
興
の
歴
史
も
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
拓
記
念
館

で
は
、
噴
火
や
泥
流
の
様
子
、
賛
否
激
し
い

議
論
の
中
で
復
興
に
歩
み
だ
し
た
経
過
を
知

り
、
泥
流
後

の
地
層
が
見

ら
れ
る
場
所

で
は
、
泥
流

の
深
さ
や
そ

の
上
に
客
土
を
し
た
表
土
の
厚
さ
に
、
先
人

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
上
富
良

野
高
校
生
に
よ
る
「
泥
流
地
帯
」
の
朗
読
劇

も
復
興
の
歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。「
命
を
奪
っ
た
、
燃
え
る
土
だ

か
ら
こ
そ
元
の
土
に
戻
し
て
み
た
い
ん
だ
」

そ
ん
な
言
葉
が
先
人
た
ち
か
ら
今
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
人
が
生
き
る
こ
と

の
意
味
や
価
値
を
深
い
と
こ
ろ
で
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
養
成
講
座
に
よ
り
、
改
め
て
知
る

こ
と
の
で
き
た
一
端
を
記
し
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
ジ
オ

パ
ー
ク
で
の
学
び
。
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

見
し
、
そ
れ
が
地
域
の
自
然
や
人
々
の
歴
史

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

も
っ
と
も
っ
と
魅
力

的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
知
る

前
と
後
で
こ
ん
な
に

ち
が
う
」
そ
ん
な
実
感
で
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
「
地
質
オ
タ
ク
」
の
活

動
で
は
な
く
、
地
域
の
価
値
を
学
び
広
め
て

い
く
こ
と
で
、
町
を
好
き
に
な
り
、
町
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
く
夢
の
あ
る
活
動
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
素
晴
ら
し
い
町

の
人
た
ち
と
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
が
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
学

び
、
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
広
げ
る
そ
ん
な

楽
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
、
き
っ
と
町

づ
く
り
の
一
つ
の
力
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。

かんじきツアーに参加する國枝さん

広域情報

今月のテーマは…
春のイチオシ

南富良野町

金山ダムサイト公園

桜が約260本あり、5月上旬

の見ごろには迫力ある風景が

見られます。

また、幾寅方面へトンネル

を抜けたところにある「金山

ダム展望台」はダムと湖と緑

豊かな木々を一度に眺められ

る貴重なスポットです。

問合せ 南富良野町企画課商

工観光係 拶液2115

富良野市

ふらのワインがリニューア

ル!!(赤、白、ロゼ)

果実味をより

感じられる味わ

いに仕上げ、ラ

ベルも一新。4

月上旬出荷分か

ら、随時切り替

えています。ぜ

ひ、ご賞味くだ

さい。

問合せ ワイン工場

拶鰻3242

中富良野町

フラワーパークと森林公園

自然を身近

に感じる憩い

の場所。

町木「こぶ

し」と桜が咲

く園内で、春

を感じてみま

せんか。

問合せ 中富良野町産業建設

課 拶瑛2123

占冠村

道の駅

「自然体感しむかっぷ」

道東自動車

道の占冠ICか

ら 約1灼。館

内には飲食店

やお土産店が

並び、地元産の野菜も販売し

ています。ぜひお立ち寄りく

ださい!!

問合せ NPO法人占冠・村づ

くり観光協会 拶曳8010

牙 広報かみふらの２０１9.4
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見上げれば…見見上上げげれればば……

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511夜夜夜空空空ををを夜夜空空をを

●人のうごき ●
( )は前月比

平成31年3月31日現在

(－125)10,639人人口
(－ 57)５,442人男
(－ 68)５,197人女
(－ 41)5,300世帯世帯

3/11ベンチャーキッズに参加した児童7人が来庁。向
山町長へ商品販売で得た収益金が手渡されました。

☆４月の上富良野の星空は…
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☆４月の上富良野の星空は…
StellaNavigatorVer.9鴎1992-2013AstroArtsInc.
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おとめおとめ座座

ふたごふたご座座

うみへびうみへび座座
からすからす座座

しししし座座

オリオンオリオン座座

かにかに座座

かみのけかみのけ座座

レグルレグルスス

旨旨

上は4月22日(月)20時の上富良野の南の空です。南の高い位置には「し

し座」が見えています。「？」を裏返ししたような形は獅子の頭、前足付

近を示していて、姿を想像しやすいのではないでしょうか。「獅子の心

臓」を意味する「レグルス」の明るさは1.3等で、77光年の距離に位置し

ていますが、全天で最も暗い1等星とされています。大きさは私たちの太

陽の5倍ほどで、高温の比較的若い星であり、7.9等の赤い伴星（ばんせい）

を伴っていることがわかっています。

しし座の左には「おとめ座」が見えています。おとめ座は全天では「う

みへび座」に次いで2番目に大きな星座で、1等星スピカは260光年の距離

にある白色の星です。スピカはきれいな真珠色に見えることから、日本で

は「真珠星」と呼ばれることもありますが、スピカは複数の星が連なる

「連星」であることがわかっています。また、スピカと伴う伴星の距離が

近すぎるため、お互いの重力の影響を受け、ともに楕円形に変形している

ことが明らかになっています。このいびつな形によりスピカから地球へ届

く光の量が一定にならず、見る時期によってその光度に変化が生じます。

このような天体は「楕

円体状変光星」と呼ば

れています。スピカは

他にも3つの伴星が存

在するため「五連星

（五つ子星）」であるこ

ともわかっています。明るさは非常に強い光を放つ恒星であり、

その光度は主星で太陽のおよそ13,000倍だといわれています。伴

星の明るさも太陽の1,700倍を超えているそうです。おとめ座や

その北側にある「かみのけ座」の方向は、「星間物質」が少な

く、はるか遠くの銀河を見ることができる場所となっています。

スピカの主星と伴星

町へ

図書174冊

13,600円

21,300円

18,450円

１万円

町立病院へ
５万円

５万円

ラベンダーハイツへ
５万円

５万円

米100kg

社会福祉協議会へ
２万円

３万円

たくさんのご寄付
ありがとうございました

町へ
◎富良野法人会上富良野支部

◎ベンチャーキッズかみふっ子

・ハッピークレープ

・☆ピッザ・ぽンぬ☆

・kanadeカフェ

・東中清流パン

町立病院へ
◎及川貞三さん

◎島田政志さん

ラベンダーハイツへ
◎村上信義さん

◎島田政志さん

社会福祉協議会へ
◎サッポロビールホップ会

◎佐々木ちよさん

東東南東南東東

スピスピカカ
旨旨

うしかいうしかい座座

NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に望遠鏡を使って月や金

星、木星などを観察します。

中止の場合は１６時以降に連絡します。

日時 5月10日（金）18:30～20:00

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 25人（中学生以下は保護者同伴）

参加料 無料

申込期限 5月9日（木）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511

55月月月ののの天天天体体体観観観望望望会会会55月月のの天天体体観観望望会会

※主星と伴星 互いの重心位置を中心にまわる
天体のうち、明るい方が主星、暗い方が伴星


